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要旨　本論文は、レアリスム文学を代表する作家、ギュスターヴ ・フロベール(Gustave　Flaubert)


























ロマン主義に対 し、 レアリスムの新 しい小説の形を確立 した 『ボヴァリー夫人』は、 ドラマー




しか し、本論文では、『ボヴァリー夫人』において、常に脇役 として登場する、エンマの夫 シャ
ルルに光を当てることにする。今回はシャルルの登場 と生い立ちが語 られる第1部1章 から、エ
ンマとの婚礼が決定する第1部4章 までを論考の対象 とし、「わた したち」という語 り手からシャ






のが一般的である。 また、社会学的研究 として、 シャルルの教育について、あるいは医者の歴史
として、シャルルのような保健士(offcier de sante)と 医学博士(docteur)が どのように異なり、
*Madame　 Bovaryの テクス トには、アルベ ール ・チボーデ(Albert　 Thibaudet)と ルネ ・デュメニル(Rene　 Dumesnil)編
　 集 によるプ レイア ッ ド版全 集の第1巻 を用いヽ引用はその頁のみ を記 す。(OEuvres　 completes　de　Gustave　 Flaubert,
　 "Bibliotheque　de　la　Pleiade",　Gallimard,5vols,1983.)
lGustave　 Flaubert(1821 -1880)以 後、 フロベ ールと記載す る。
2フ ランス語原題Madame　 Bovary
　 Pボヴ ァリー夫人』は1857年 に発行された。ロ マ ンティ ックな甘い感傷 と夢の ような結婚 生活に憧れて田舎医者 シャル
　 ル と結婚す るものの、す ぐに単調 な現実生活 と夫 の凡庸 さに幻滅 した主人公エ ンマが、満た されない感情に身を焼 かれ、
　甘 い夢 を追って不倫 をし、借金 を作 り、最 終的 には服毒 自殺 をす るという悲 劇 を描い た、19世 紀 のフラ ンス文学 を代
　 表す る傑作 である。小 説 は3部 構 成になってお り、第1部 の1章 で シャルルの生い立 ちや シャルルの両親の ことが語
　 られ、2章 でエ ンマ と出会い、3章 、4章 で2人 の結婚 までのい きさつ と、 結婚式の様子が描写 される6以 降、第1
　 部5章 か ら第2部 全体、第3部8章 までエ ンマ の物語 が続 き、9章 か ら11章 でエ ンマ亡 き後 のシャルルの様 子が描か
　 れている。
3『 ボヴ ァリー夫人』は
、 ルーア ンの近郊 にあ る、 リー とい う村 の開業医 ウジュー ヌ ・ドラマールの妻 デルフ ィヌが不貞
　 を働 き、借金 を苦 に 自殺 した ドラマール事 件 を着想 と している。 ドラマー ル事件 は、その アンモ ラルな事件 の内容か
　 ら世間 を大 きく騒がせた。 さらに、『ボヴ ァリー夫 人』自体 も社 会風俗 を乱す とい う理由で185?年 に裁判になっている。
また、どのように人々の生活に関わったかについての研究もなされている4。また、テクス ト研
究 として、 シャルルの帽子、 シャルルの動物 としての表象なども発表されてお り、研究テーマは
多岐に渡っている5。
なかでも、『ボヴァリー夫人』におけるシャルルの重要性に言及 したものはい くつか見られる。







している。 『ボヴァリー夫人』というタイ トルであ りなが ら、伊吹がシャルルを主人公 と紹介 し
た理由については、具体的な記述がなされていない上に、それについて言及 した論文は、残念な






らない 『ボヴァリー夫人』というタイ トルが示す曖昧さは、シャルルの重要性の根拠 を内包する
可能性を持っているのではないか。




4寺 田光徳著 「医療化社会における 自然主義の小 説に関する歴史的研 究」(熊本大学
、2008年)を 参照 のこと。
° シャルルの帽子 につ いてはジャン・リカル ドゥー著 野村英夫訳 『小説のテ クス トーヌー ヴォー ロマ ンの理論のために』
(紀俘 国屋 書店、1974年)、 シャルルの動物 としての表象 に関 して は、 トニー ・タナー著 高橋和久、御輿哲也訳 『姦通
の文学』(朝日出版、1986年)に 詳 しい記載が ある。
6Albert　 Thibaudet(1874 -1936)は 、 フラ ンスの高名な文芸批評家で、著作『ギュスターヴ ・フローベ ール』〈1922年)の
中で 『ボヴ ァリー夫人』にお ける登場 人物 の細 かな分析 を行 っている。登 場人物の考察 に関 しては 「チボーデの論文 を
頂点 としてい る」と考 えるのが一般的 である。
`ア ルベール ・チボーデ著 戸 田吉信訳『ギュス ターヴ・フローベ ール』より、第5章 『ボヴ ァリー夫人』、法政大学 出版局、
2001年 、p.117。
8工 藤庸子著『恋愛小説の レ トリック」
、東京大学 出版 局、1998年 、pp.6-7。











シャルルの重要性が十分には語 られてお らず、草稿か ら小説の完成の間に、何故、想像力豊かだっ
たシャルルが凡庸な男に変わったかなどの考察 もなく、残念なが ら、再読の結果 もたらされた結
論が具体的に示されていない。
以上のようなシャルルに注 目した論評をまとめると、小説 自体に着 目し、テクス トの分析や社
会背景の考察、フロベールとの共通点を通 してシャルルの重要性について論 じたものはいくつか















,　Correspondance　 I,edition　 presentee,　 etablie　et　annoee　 par　Jean　 Bruneau,　 Gallimard,　 Bibliotheque
　　de　la　Pleiade,1984　 P.467.(ル イー ズ ・コ レ宛 て、1847年8月16日)
l1　Ibid





「ボヴァリーには出来事が不足 しています。それで読者の興味を引 き付けるのはもっと難 しいと










第1章 では、読者の視点に着 目して考察を行 う。その際、〈 『失われた時を求めて』と並んで
議論を呼び、無数の研究論文を書かせた16>と される 『ボヴァリー夫人』の冒頭部分について言及
する。全体 として3人 称単数形で描かれた小説が、冒頭では"on""nous"「 わたしたち」という、
まるで自習室にいたシャルルの同級生が語っているかのような書 き方になっていることを取 り上
げ、その変則的な技法が、小説の構成において、どのような効果を生み出したかを明らかにしたい。
第2章 では、1章 で明らかになった変則的な構成の中で、シャルルが どのような役割を持つの




,　Correspondance　 II,edition　 presentee,　 etablie　 et　annoee　 par　Jean　 Bruneau,　 Gallimard,　 Bibliotheque
　 de　la　Pleiade,1980,　 p.140,(ル イー ズ ・コ レ宛 て 、1852年7月26日 〉
}31bid
.,　p.238.(ル イー ズ ・コ レ宛 て 、1853年1月15日)
is　Roger　 Bellet, Femmes de lettres au XIXe siecle: autour de Louise Colet,　 P
resses　 universitaires　 de　Lyon,1982.(ル イ ーズ ・コ
　 レ宛 て1853年8月4日)
15 19世 紀 は「小 説 の 世 紀 」と も書 われ
、フ ラ ンス で は 、多 くの 中産 階 級 の女 性 た ち が、貸 本 屋 で 小 説 を借 りて 読 ん で い る。「小
　 説 を読 む女 性 た ち」は19世 紀 の文 学 史 にお い て は重 要 な キ ー ワ ー ドで あ る。 拙 稿「『 ボ ヴ ァ リー夫 人』を め ぐる 比 較 文 学
　 的 一 考 察 」(『人 間 文 化研 究』、No.10、2008年12月)を 参 照 さ れ た い 。
16工 藤 庸 子 著
、 前 掲 書 、P.30。
『ボヴァリー夫人』の新 しい読み方を提案できると考えている。
なお、シャルルについては、先に、チボーデの引用で示 したとお り、小説の冒頭 と、最後でも




第1章 では、読者の視点についての考察を行 う。『ボヴァリー夫人』は、全体 として3人 称で
描かれた小説であるが、冒頭では 「わたしたち」という1人 称複数形を使用し、自習室にいたと
思われる同級生が、あたかも後に回想 して、シャルルのことを語っているような構成になってい









見 られている登場人物(=視 点人物)が 向けるまなざしが「視線」である。
こ れ ま で 、 視 点 に 関 し て 言 え ば 、 首 尾 一 貫 し た 小 説 の 構 成 法 と し て 、 整 合 的 な 視 点 が 設 定 さ れ
17小 説分析の用語 として はGe
rale Genette(ジ ェラール・ジュネッ ト)に よる「焦点化」(focalisation)が多用 されている。ジュ
ネ ッ トは、語 り手の存在 を明確 に したうえで、焦点については 「何か を見 る」とい うだけでな く、登場人物の心理面 ま
で描 写 した 「内的焦点化」や 「外 的焦点化」などについて詳 し く分析 を試みてい る。 とくに、「内的焦点化 」とは、あ る登
場 人物 を視 点人物 として、その人物に よって知覚 された事柄が描かれる。筆者の定義 と作図は、 ジェラール ・ジュネ ッ
トを参考 に している。




説は、ある登場人物が語 り手 として現れ、自らの体験を語るという設定が とられており、3人 称
の小説であっても、その物語を語る人物 と、明らかに聞き手と分かる登場人物が、小説の導入部














Nous étions à  l'Etude, quand le Proviseur entra suivi d'un nouveau habillé en bourgeois et 
d'un garçon de classe qui portait un grand pupitre. (p. 293.)
「わ た した ち」は 自習 室 に い た 。 そ の 時 、校 長 が 私 服 を着 た一 人 の新 入 生(=シ ャル ル)と
大 き な机 を担 い だ小 使 い を従 え て教 室 に や っ て来 た。
『ボ ヴ ァ リー 夫 人 』は ほ とん どの部 分 が3人 称 、 時 制 は 単 純 過 去 と半 過 去 を基 調 と して い る が 、
冒頭 の 部 分 は、 「わ た した ち」とい う1人 称 複 数 、 時制 は半 過 去 を用 い 、 自習 室 に い た誰 か が 語 っ
て い る よ う な作 りに な って い る。









ワウソ帽やナイ トキャップをまぜたような鵺式のかぶ りもので、楕円形で、クジラの骨を張 り、
一番下には輪形の丸縁が3つ 重なってお り、その次にビロー ドのひし形模様とウサギの毛のひし
形模様が赤線に仕切られて、互い違いになり、その上には袋のようなものがあり、その上に多角
形の厚紙を置き、これには込み入った飾 りひもで一面に縫いとりがほどこしてあ り、そこから金










略)金 で買えないものなのです20」とジ ョルジュ ・サンドに送った書簡に書いているフロベールで
あっても、小説を書 くか らには読者に受け入れられるか どうか不安であったに違いない。それは、
前述のルイーズ ・コレ宛ての書簡(1853年1月15日)や 、『ボヴァリー夫人』の原稿 を出来高払いで
はなく、出版社による買い取 り制にこだわった姿か らも明らかである21。なお、余談ではあるが、
フロベールは、原稿を買い取ってもらったものの、1857年 のボヴァリー裁判などでフランス中に




,　Correspondance　 entre　George　 Sand;texte　 馘it�,　pr馭ac驕@ et　annot驕@ par　 Alphonse　 Jacobs,　 Paris.
　 Flammarion,1981,16　 Janvier,1857.
2iフ ロベ ー ル が 『ボ ヴ ァ リー 夫 人』の 原 稿 を買 い 取 り制 に す る よ う に出 版 社 に要 求 した こ とに つ い て は宮 下 志 朗 著 『本 を







を冒頭に登場 させ、既存の小説のスタイルである「語 り手」の役割を担わせた。 しかも、合tionsと
いう半過去を用いて、「わたしたち」がまさに自習室にいたように進行中の動きを示 して、読者
を容易に物語に引 き込み、読者自身があたかも「わたしたち」の1人 であ り、自習室にいたよう










第2章 ではテクス トの冒頭部分、つまり、読者の視点が"on"、"nous"か ら、シャルルへ と移動
する視点の変化のプロセスを見ながら、テクス トにおけるシャルルの役割を論ずることにする。
まず冒頭のonとnousが 示す対象が、異なっていることに触れてお きたい。 フランス語ではほ
とんど同義語 として 「わたしたち」と訳される単語だが、フロベールは意図的にこの2つ を使い
分けている。
Nous étions à  l'Etude, quand le Proviseur entra suivi d'un nouveau habillé en bourgeois et 
d'un garçon de classe qui portait un grand pupitre. (p. 293.)
「わたしたち」は自習室にいた。その時、校長が私服 を着た一人の新入生 と大きな机を担
いだ小使いを従えて教室にやって来た。
Le Proviseur nous fit signe de nous  rasseoir  ; (p. 293.)
校長は、「わたしたち」に座席に座るように合図した。




On commença la récitation des leçons. Il les écouta de toutes ses oreilles, attentif comme 








Nous avions l'habitude, en entrant en classe, de jeter nos casquettes par terre, afin d'avoir 
ensuite nos mains plus  libres  ; (p. 294.)
「わたしたち」には慣わしがあった。それは、教室に入りながら床に帽子を投げることだっ
た。投げた後、両手をより自由にするために。
帽子を床に投 げ出す慣わしは 「わた したち」にのみ共有された行為であ り、新入生であるシャ 、
も
ル ル はそ こ に 含 ま れ て い な い 。 彼 は 、 帽 子 を ど う し て よ い の か 分 か ら ず 、 膝 の 上 に お い た ま ま で
あ る 。
23工 藤 は『恋愛小説の レ トリック』p .36の 中で、 このonに つ いて、教 師 と「僕 ら」と新入生(=シ ャルル)を 指 してい る
と述べているが、 この点で筆者の見解 とは異 なる。
2珪シャルボヴ ァリは、その音 か らシャリヴ ァリcharivari(=大 騒 ぎ)を 連想 させ る言 葉であ る。実際、 シャルルが真 っ
さらに、 自習監督に名前を言 うように命 じられたシャルルが、何度も口ごもった末に、真っ赤
な顔 をして、ようや く大声で発 したのがくシャルボヴァリ31>で あったため、自習室は笑いの渦
につつまれる。その結果、シャルルは、自習監督から教壇の下の劣等席 に座 るよう命 じられた。
その際、膝の上の帽子をどこかに置 き忘れてしまい、まごつ き、口ごもりなが ら帽子のありかを
尋ねると、怒った自習監督か ら、「私は笑い者です」と20回書 くように言われる。そして、さら
に自習監督は次のように続ける。
Eh  ! vous la retrouverez, votre casquette on ne vous  l'a pas volée  ! (p. 295.)
あ あ 、君 は 帽 子 を ま た 見 つ け るよ 。 帽 子 は 盗 まれ た の で はな い の だ か ら。
帽 子 を盗 む と した ら誰 だ ろ う。 そ れ は 、 自習 室 内 にい る同 級 生 か 、 学 習 監 督 だ け で あ る 。 そ の
可 能性 が な い こ とを告 げ られ て も、 実 際 、 シ ャル ル の 手 元 に 帽 子 は な い 。 帽 子 は 、 嘲 笑 の 対象 と
な り、 姿 を消 した。 読 者 の 視 点 は教 室 に い る 「わ た した ち」の ま ま、 教 室 内 を見 渡 し、 シ ャ ル ル
の 帽子 を探 そ う とす る が、 そ の後 、 帽子 が見 つ か っ た か ど うか に つ い て の 記述 は な され て い な い
た め、 帽子 は宙 に浮 い た ま ま物 語 は進 行 して ゆ く。
シ ャ ル ル の帽 子 につ い て はす で に多 くの研 究 が な さ れ て い る が、 帽子 を描 写 した あ ま りに も多
くの単 語 が 断 片 的 で あ り(第1章 に 記 載)、 「シ ャ ル ル の 帽 子 」の イ メー ジが 具 体 的 に 想 像 さ え で
きな い こ とが 、 主 体 性 の な い シ ャル ル の人 生 を 暗 示 し、 「ヨ ン ヴ ィ ル ・ラ ヴ ェ イ全 体 を包 括 す る
一 つ の惨 め な 人 生25」の象 徴 で あ る と した チ ボ ー デ の解 釈 が 主 流 で あ る
。 こ こで は、 嘲 笑 の 対 象
と な った シ ャル ル の 帽 子 が 、 新 品 の 真 新 しい もの で あ っ た こ とが 、 い つそ う シ ャ ルル の 悲 哀 を強
め て い る こ と も確 認 して お きた い 。
そ の 後 、 物 語 は、 シ ャル ル の 父 と母 の 出 会 い か ら、 シ ャ ル ル が 「わ た した ち」の い る 自習 室 に









ベールの破綻 してしまった手法 という主張、クロー ド・ディデュの「序文」の代わりに本当らしさを保証するための「視
点の修辞学的フィギュール」とする論などさまざまである。工藤庸子、前掲書、pp,38-39を参照のこと。
Il serait maintenant impossible à aucun de nous de se rien rappeler de lui. (p. 298.)
「わたしたち」のうち誰も、今や、「彼」について何かを思い出すことは出来ないだろう。
「わた したち」の視点の中で、 シャルルは嘲笑の対象であ り、「わた したち」とは異質のもので
あ り、「わた したち」のいる自習室に来るまでのいきさつが語 られた後でさえも、記憶の片隅に
さえ留まらない存在である。
しかし、注目すべきは、この引用で使用された1ui(=彼)が それまでの「彼」とは明らかに異な







語 り手である 「わた したち」と読者が同化するフロベールの企みについては、「わたしたち」が







そもそも、語 り手や序文などを徹底的に批判 し27、客観的に事実のみを伝 えるような3人 称小





えた語り手の代わりに、3人 称単数i1が示すシャルルの主体性の形成の経過 を観察し、いつ しか、
27フロベールは、ヴィクトル・ユゴーの『死刑囚最後の日』を絶賛した後で、「序文」のおかげで作品が台無しになってい
ると批判している。工藤庸子、前掲書、p,19。
シ ャ ル ル の物 語 に引 き込 ま れ て い る の で あ る。
(2)シ ャ ル ルか らエ ンマ へ
3部 構 成 の 『ボ ヴ ァ リー 夫 人 』にお い て、 第1部5章 か ら第3部8章 まで は、 エ ンマ を中 心 に
物 語 は展 開 して い る。 こ こで は 、 エ ンマ の 長 い 物 語 が 始 ま る以 前 、 つ ま り、 エ ンマ の 登 場 まで の
部分 を考 察 す る こ とに す る。
エ ンマが 登 場 す る の は、 シ ャル ル の視 線 の 中 で あ る 。 エ ンマ も、 初 め の うち は 、 当 時 の 女性 た
ち と同様 、 外 部 か ら、 特 に、 男 性 か らの 視 線 に さ ら され 、 見 られ る客 体 で しか あ りえ な い28。 エ
ンマ の 外 見 、 容 姿 、 身 の こ な しな どが 徐 々 に読 者 に紹 介 され、 読 者 に受 け入 れ られ、 テ ク ス ト内
で はエ ンマ が 主体 者 と な り、 最 終 的 に、 読 者 の視 点 が エ ンマ に移 る まで の 間、 シ ャ ル ル の 目は 、
ま るで カメ ラの レ ンズ の よ う にエ ンマ を と らえ、 読 者 に情 報 を提 供 して い る の で あ る。 読 者 はす
で に 「わ た した ち」か らシ ャル ル に視 点 を移 動 させ て お り、 シ ャル ル の ま な ざ しの 中 に エ ンマ の
美 し さ を確 認 して い く展 開 に な っ て い る。
(シ ャ ル ル は 、 一 度 は失 敗 した もの の 、 何 とか 開 業 医 の 免 許 試 験 に合 格 し、 トス トとい う田 舎
町 で 開 業 して い るの だ が)シ ャ ル ルが 骨 折 した ル オ ー じい さ ん(エ ンマ の 父)を 往 診 す る た め に 、
ル オ ー じい さん の 農場 に到 着 す る と、裾 に フ リル が3つ あ る、 青 い メ リノ 服 を着 た 若 い 女 が シ ャ
ル ル を玄 関 口 に 出迎 え る。 こ の若 い女 が エ ンマ で あ る が 、 は じめ は 、 青 い服 とい うエ ンマ の 外 観
が語 られ 、 シ ャル ル の 目は エ ンマ の 姿 を遠 くに と ら え て い る。 ル オ ー じい さ ん の 治療 が 終 わ り、
そ の後 、 シ ャル ル の視 線 は エ ンマ に向 け られ 、エ ンマ の容 姿 に つ い て、先 ほ ど の青 い 服 の時 よ り、
主 観 的 で、 突 っ込 ん だ描 写 が 続 く。 読 者 は、 シ ャル ル の カ メ ラ ・ア イ が 、 エ ンマ に ぐっ と フ ォー
カ ス され た よ う な印 象 を受 け なが ら、 シ ャ ル ル の 目に 映 っ た エ ンマ の姿 を確 認 す る。
シ ャル ル は、 彼 女 の 爪 の 白 さ に驚 い た。 爪 はつ やつ や光 っ て、 先 が細 く、 デ ィエ ップ の
象 牙 細 工 よ りも 、も っ と き れ い に み が か れ 、先 を ま る く切 っ て あ っ た。 一 方 、彼 女 の 手 は、
それ ほ ど美 し くな か った。 お そ ら く 白 さが 十 分 に は足 り ない の だ ろ う。 そ して、 関 節 の と




























ロベールが読者のために、エ ンマの未知の部分を残 しているとも考えられる。美 しい爪 と骨ばっ






フロ ベ ー ル は 、エ ンマ を読 者 に紹 介 す る際 、シ ャル ル の 目 に映 るエ ンマ の 姿 を描 い て い る 。 シ ャ
ル ル は感 受 性 に乏 し く、 凡 庸 な男 と して描 か れ て い る が 、 そ の シ ャル ル の 未熟 で は あ る が 、 主観
的 な視 線 の 中 に、 た しか に シ ャル ル はエ ンマ を と らえ、 読 者 は シ ャル ル の視 線 に よっ て与 え られ
た情 報 を も とに、 エ ンマ とい う未 知 の ヒロ イ ンを発 見 す る。 シ ャル ル の 目が と らえ た エ ンマ の描
写 は 、2人 の結 婚 式 の 前 ま で続 き、 そ して、 「わ た した ち 」か らシ ャル ル に視 点 が 移 動 した時 と
同 じ よ うに、 シ ャ ル ル と読 者 が エ ンマ につ い て の情 報 を共 有 した と き、視 点 は シ ャル ル か らエ ン
マ に移 る構 成 に な っ て い る。
これ 以 降、 読 者 はエ ンマ に視 点 を移 動 し、 エ ンマ の視 線 で物 語 の展 開 を追 う こ とに な る。 読 者
はエ ンマ に視 点 を移 行 して 初 め て 、 シ ャ ル ルが 思 い 出そ う と努 め て も頭 に浮 か ん で こ なか っ たエ
ンマ の 姿 を確 認 し、 物 語 の 展 開 と と も に、 シ ャ ル ルの 視 線 の 中 で は語 られ なか っ たエ ンマ の 内面
に入 り込 む こ とが で き るの で あ る。
しか し、シ ャル ル に とっ て は 、エ ンマ は いつ ま で も未 知 の ま まで存 在 す る 。初 め て 会 っ た 時 と、
今 しが た 別 れ た 時 の 姿 。 シ ャル ル に とっ て は 、 そ の エ ンマ の 姿 が 全 てで あ り、 そ れ 以 外 は思 い 浮
か べ る こ とが で きな い 。 そ れ が 『ボ ヴ ァ リー夫 人 』の悲 劇 の原 因 の1つ で もあ る と考 え られ る。
ま とめ と今後 の展 望
シ ャル ル に視 点 を お い て語 られ る テ ク ス トの構 成 は 、 そ れ まで 受 動 的 で あ っ た シ ャル ル が 、 エ
ンマ との 関係 に 関 して は、 自身 が望 ん だ もの で あ る ゆ え に 、 主体 性 を持 っ て 行動 す る シ ャル ル の
姿 を 強 調 して い る と推 論 で きる29。 第1部 の5章 か ら、 第3部 の8章 まで の 長 い エ ンマ の物 語 の
プ レ リュ ー ドと して、 エ ンマ の登 場 が シ ャ ル ル の視 線 の 中 で語 られ た こ とを考 え る と、 シ ャル ル
の役 割 が いか に重 要 で あ っ たか が 理 解 され よ う。
2人 の結 婚 後 は、読者 の視 点 は シ ャル ルか らエ ンマへ と移 動 し、エ ンマ を通 じて物 語 は 語 られ る。
そ して、 エ ンマ の 死 後 は、 読 者 の視 点 は シ ヤ ル ル に戻 り、 シ ャ ル ル の死 後 は、薬 剤 師 オ メー30に
視 点 を移 し、物 語 の 終 わ りは、 冒頭 の 「わ た した ち」と 同様 、 名 前 を もた な い架 空 の語 り手 か ら
語 ら れ る構 成 に な っ て い る。 こ の、 「わ た した ち 」か らシ ャル ル 、 シ ャ ル ル か らエ ンマ、 エ ンマ










シ ャル ル の役 割 とは、 視 点 を提 供 して現 実 性 を持 たせ 、 物 語 の始 め と終 わ りを見 届 け る機 能 を持
つ 「わ た した ち」とい う語 り手 と、 小 説 の 登 場 人 物 た ち を結 びつ け 、 読 者 を小 説 の 中 に 引 き込 み 、
物 語 の終 わ りに は、読 者 を現 実へ と引 き戻 す 誘 導係(ナ ビゲ ー ター)で あ る。 つ ま り、読 者 は、シ ャ
ル ル に案 内 され なが ら物 語 の展 開 を追 っ て い る の で あ る。
次 稿 、 第3章 で は、 原 罪 を背 負 っ た善 良 な シ ャル ル を考 察 す る。 エ ンマ の周 りに、 善 良 な 人 間
は シ ャ ル ル を お い て 他 に い な い 。 しか し、 チ ボ ー デ は 、 シ ャル ル の罪 は 、 「そ こに い る こ と」と
述 べ た。 シ ャル ル はエ ンマ の苦 しみ の元 凶 で あ り、 エ ンマ の不 幸 は シ ャル ル と結 婚 した時 か ら始
まっ て い る。 しか し、 エ ンマ に とっ て の シ ャル ル と、 読者 に と って の シ ャル ル は 同 じ印象 で捉 え
られ る だ ろ うか。 そ こで、 第3章 で は 、 エ ンマ の視 線 の 中 で 語 られ る シ ャル ル と、 読者 が と らえ
る シ ャ ル ル の 姿 の違 い を見 出 した い。 そ して 、 第4章 で は、 「シ ャ ル ル は い っ た い 何 者 な の か 」
に つ い て 考察 す る。 読 者 に とっ て の シ ャル ル 、 エ ンマ の 視 線 の 中 で 描 か れ る シ ャル ル 、小 説 の 展
開 上 の役 割 な どに加 え 、 フ ロベ ー ル との 共 通 点 、 エ ンマ との 共 通 点 な ど多 角 的 に シ ャル ル の 姿 に
迫 り、 シ ャル ル の新 た な 一 面 を見 出 す こ とで 、 『ボ ヴ ァ リー夫 人』の新 た な読 み 方 を提 示 した い 。
(研究紀要編 集部は、編集発行 規程第5条 に基づ き、本原稿 の査読 を論文審査 委員会 に依頼 し、本 原稿 を
本誌に掲載可 とする判定 を受理す る。2009年9月24日 付)。
